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栃木県におけるカワウの生息状況

平野敏明・君島昌夫・小堀政一郎・手塚功

日本野鳥の会栃木県支部．〒320-0027栃木県宇都宮市塙田2-5-1

はじめに

カヮウ盈ﾙ〔zAzc”comxaz池ｏは，わが国では本州以南で繁殖するが，1960年代から1970年

代初頭にかけて個体数が著しく減少した(日本野鳥の会1996,1998,成末ほか1997)．しか

し，その後個体数は増加し，1998年には全国で約50,000羽と推定されている（成末ほか

1999)．しかも沿岸部から内水面にも多くのカワウが進出するようになり，食害や糞による樹

木の枯死などが各地で問題になっている（カワウに関する諸問題検討プロジェクトチーム

1992，石田1993)．

内陸県である栃木県では1970年代までは極めて稀な迷鳥であった（栃木県産鳥類目録編集

委員会1981)が,1980年代後半から飛来数が増加し,現在では１年を通して生息している(大

島1995)．それにともない，漁業協同組合などから食害の苦情が増加し，駆除を含む対策が

強く要望されている．そこで，栃木県は1996年度からカワウの生息状況を把握するために，

３年間の調査を実施することを決め，日本野鳥の会栃木県支部に業務委託した．本報告は，

栃木県による委託調査で得られた結果にその後の調査結果を加えまとめたものである．ここ

では，栃木県におけるカワウの生息分布と生息個体数，生息時期，就i時個体数などについて

報告する．

各地でカワウの食害が問題になっているなか，栃木県における本種の生息状況を明らかに

することは，本種の内陸部における実態を知り，食害の評価や防除，個体数管理など今後の

対策を実施する上で基礎資料になると思われる．

鯛査地および鯛査方法

調査は，栃木県全域を対象とした．ただし，渡良瀬遊水地谷中湖は，一部埼玉県と群馬県

に含まれるが調査対象地域に含めた．カワウは水辺の鳥であることから，調査はおもに平野

部を流れる河川で行なった．特に，那珂川，鬼怒川，思川，渡良瀬川は重点的に調査を行な

った．図１に栃木県における主な河川の位置を示した．

調査は，聞き取り調査と定点調査，ねぐら調査に大きく分けられた．

1999年12月９日受理

キーワーノヒ．.・オワウ，鋤敏数変ｿZ；鯵木嶋分布



3０

OB

YanakaRe8ewoir
■

ｌ・氏家町押上鬼怒川

・UlileKInuga岬咽Rlvor
２．寓根沢町宝穣寺鬼怒川

Ｔ酒kBn唾Ｂｗ酢Ki腕ug“ａＲｉｖｅｒ

３．種木市大光寺思川

Daikoi卜OmcIgawaRIver
４．■岡町渡良瀬遊水地

Ｗ埜唾四ｍ凹雪土

５．谷中湖

YanakaReS蛍v副『

図１．栃木県の主な河川とカワウのねぐらの位置．

Fig.１．ThemainriversandlocationoftheroOstsitesofGreatCormorantsinTochigiPrefec・
ｔｕｒｅ．

1.聞き取り調査：

栃木県内におけるカワウの大まかな分布を明らかにするために，日本野鳥の会栃木県支部

の会員を対象に支部報で本種の観察記録の提供を呼びかけた．またヅ水辺での観察には，本

種の生息の確認に注意を払うように要請した．収集した記録の内容は，観察年月日，観察場

所，個体数，観察時刻，飛行方向，採食環境などである．まとめるにあたっては，1996年６

月から1999年５月の３年間に得られた結果を，４～９月（以下夏期とよぶ）と10～３月（以

下冬期とよぶ）の時期に分け，観察個体数を１～９羽，１０～49羽，５０～99羽，100～299羽，

300羽以上の５段階に分けて図示した．ただし,同じ観察場所で同じ時期に複数の記録がある

場合は最大個体数をもちいて表わした．観察されたカワウの多さを比較するために，1996年

６月から1999年５月の３年間に得られたすべての個体数の記録を月別に集計した．この場合，

記録にloo羽±や100羽十,１００羽一などおおよその数の場合は,便宜的に100羽として計算した．

2.定点調査

栃木県内におけるカワウの昼間の個体数やねぐらから採食地への移動経路を明らかにする

ために，県内の主な河川（図１）に人員を配置して同日同時刻に一斉に定点調査を実施した．

1996～1997年の冬期（以下1996年冬期）は，1997年２月18日と同年３月９日にそれぞれ９，
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17か所で調査を行なった．1997～1998年の冬期（以下1997年冬期）は1998年１月20日，１月

31日，２月17日，３月15日にそれぞれ６，１５，１０，２２か所，1998～1999年の冬期（以下1998
.Ｊ

年冬期）は，1998年12月６日，1999年１月15日，２月21日にそれぞれ１４，２０，１４か所で調査

を行なった．夏期調査は，1997年５月６日，1998年５月12日にそれぞれ８，１２か所で行なっ

た．調査地点は，事前に得られた情報や人員確保の都合で調査ごとに多少の違いがあった．

調査は，原則として晴れまたは曇りの天候の日に実施したが，1998年５月12日は日程の都合
処

Iこより雨天でも実施した．

現地での調査は,｣周囲を見晴らせる場所で５時間前後実施した．ねぐらから採食地に向か

う途中のその地点を通過するすべての個体数をかぞえるため,,ｊ栃木県中央部から南の調査地

では日の出30分前，それ以北では日の出時刻を調査開始時刻とした．カワウを観察した場合，

1/25,000地図上に，観察個体数，観察時刻，飛行経路，カワウの採食の様子などを記録した．
．＆

一部の地点では，無線機や携帯電話をもちいて連絡を取りながら追跡じた．

各調査地点における通過個体数を推定するにあたつ鮒恥原則としr上流に向かって飛ぶ
-･･も.･ ･壱三｡、．､９．･

個体を対象にした．すなわち，２羽が上流へ向かい，次に１羽が上流から下流へ飛んだ場合
可..、

は，下流へ向かう個体は上流へ飛んだ２羽のうちの１羽の可能性があるため，観察個体数は

２として計算した．さらに，２羽が下流から上流へ向かった場合には，２羽のうち１羽は下
りI

流へ向かづた１羽が再び戻ってきた可能性があるので'１羽のみを加え，合計３羽とした~た
．ｌ

'『?,ｏ

だし，上流へ向かう個体より下流へ向かう個体が多い場合には，下流へ向かう個体数をかぞ

えることにした．調査結果を図示するにあたっては，１シーズンごとに調査地点ごとに最大

数をもちいて，聞き取り調査と同じ５段階に０羽を加えた６段階で表わした.、

調査日における県内の昼間の生息個体数は，早朝活動前にかぞえた就j時個体数に定点調査

時に県外のねぐらから飛来した個体数を加えて算出した．県外から飛来する個体数はヅ県境

の谷中湖，二宮町鬼怒川および田川を通過する個体数を合わせた数をもちいた．ただし,そ

れ以外の地点のものでも，飛来時刻や飛来コースなどから明らかに重複しない群れであると

判断された場合には個体数に加えたざまた,200羽±のようなおおよその値の場合には，２００

羽とした．したがって，本調査で得られた個体数は，最大数ではなく下限の値と考えられた．

なお，1997年１月12日にも調査を実施したが，調査開始時刻が午前９時と遅く，すでにカワ

ウが分散していて正確な個体数とは考えられなかったので，今回の解析にはもちいなかった．

3.ねぐら調査

カワウのねぐらを発見するために，１２～７月に鬼怒川や思川,‘那珂川を14時から17時に不

定期に踏査した．ねぐらを発見した場合はねぐらの場所，環境，個体数を記録し，これまで

わかっているねぐらとともに継続的に観察するように努めた．個体数調査は，日の出前や日

没直後のカワウの活動が活発でない時刻に，ねぐらを見晴らせる場所から20倍程度の望遠鏡

をもちいて行なった．

栃木県内における就婚個体数の季節変化を明らかにするために，埼玉県北川辺町と栃木県
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結果

1.聞き取り調査によるカワウの生息状況
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図２．聞き取り調査による1996年６月から1999年５月の栃木県におけるカワウの分布と個体数．

Fig.２.DistributionandabundanceofGreatCormorantsinTochigiPrefecturefromJunel996

toMayl999accordingtoinquiries・Figuresinparenthesisindicatethenumberofinquiries．

藤岡町との県境の谷中湖では1997年５月から，藤岡町渡良瀬遊水地内の渡良瀬川と巴波川合

流点（以下渡良瀬遊水地）では1998年４月から1999年７月まで少なくとも一月に１回調査し

た．渡良瀬遊水地のねぐらが加わった1998年４月からは，調査は谷中湖と渡良瀬遊水地で同

日同時刻に行なった．調査は，日の出40分前から堤防の上で待機し，明るくなってからカワ

ウが活動を開始する前に20倍程度の望遠境をもちいてかぞえた．まとめるにあたっては，鬼

怒川や思川の就j時個体も含めて図示した．この場合，鬼怒川の２か所のデータは谷中湖と渡

良瀬遊水地と同日に同じ調査方法のものをもちいた．また，谷中湖では1997年３月15日の定

点調査の結果も含めて図示した．

4.標識個体の観察

ねぐら調査や定点調査の際に標識の付いたカワウに注意して観察するように努めた．標識

の付いたカワウを観察した場合，足環の色，種類，位置(右足か左足の違い)，文字の有無な

どをできるだけ詳しく記録した．これらの情報を日本野鳥の会研究センターカワウPJチーム

に照会し，標識された場所や年月日を特定した．
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３年間に合計144件の情報が得られた．このうち夏期は31件，冬期は113件だった．夏期の

観察地点と大まかな個体数は，図２ａに示すとおりである．３１件のうち，２８件は宇都宮市や真

岡市，小山市，藤岡町などの栃木県中央部から南部の地域からの記録であった．観察個体数

は，９羽以下が15件（48.4％)，１０～49羽が９件（29.0％)，５０～99羽が４件（12.9％）であ

った．100羽以上の群れは３件（9.7％）あったが，すべて４月に記録された．繁殖記録はま

ったく得られなかった．

冬期の観察地点と大まかな個体数を，図2bに示した．カワウが観察された地域は，塩谷町

や氏家町，宇都宮市，真岡市など栃木県中央部で97件と多く，小山市や藤岡町，足利市など

南部の地域が11件であった．塩谷町以北の栃木県北部の地域の記録は，５件で著しく少なか

った．観察個体数は，９羽以下が24件（21.2％)，１０～49羽が22件（19.5％)，５０～99羽が１１

件（9.7％)，100～299羽が32件（28.3％)，300羽以上が24件（21.2％）で，100羽以上の群れ

が半数近くを占めた.最大個体数は，1998年１０月27日の宇都宮市石井町鬼怒川の1,000羽前後

であった．100羽以上の記録56件のうち43件は塩谷町から二宮町の鬼怒川のものだった．ま

た，１００羽以上の記録のうち８件は，1998年１月以降に姿川や田川など河川敷の幅が40～50ｍ

の小河川で得られた．

記録されたカワウの月別出現状況は，１０月ごろから徐々に増加し，１２～２月にピークとな

り，その後次第に減少し，４月から９月は著しく少なかった(図３)．１２～３月の４か月間で

は全体の78.7％を占めたが，４～９月の６か月間では全体の6.0％のみだった（ｊＶ＝17367)．
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図３．聞き取り調査によるカワウの月別出現状況．

Ｆｉｇ．３．SeasonalfluctuationofnumbersofGreatCormorantsbyinquiries．
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3.各調査地点の昼間の生息状i兄：四・服‘､；・
Ｉ．‘ｆ

各調査地点における出現状況を図４にまとめた．1996年の冬期は,合計19か所で調査を行
．』‘･･一ｔ

なったがも』:カワウの生息が確認されたのは，１３か所であっだ(図4a)．記録個体数が多い観察
刑ES？,．．‘・

地点は，;宇都宮市柳田町（最高600羽)，同市上桑島町(最高379羽>う上三川町桃畑（最高360
、。，暇，.』:,？‘！、

羽)，二宮町砂ケ原（最高580羽）の鬼怒川と上三川町梁田姿川（最高400羽)ず藤岡町谷中湖

(最高,鋤)であつ;た‘那珂川水系ではまったく観察されなかづた.また,鬼怒川の上流側
..』･４１！f､0 ，？､ﾓﾙ。-ｒ、

に位置す雑谷IWJ｢の;2か所でもまったく観察されなかった罰‘『
1997年砿繊ま,蕎計31か所で調査を行なったが,ｶﾜｳの生息>が確認されたのは,２４か
所で紡是値4b).記録個体数が100羽以上の観察地点は,塩谷町から二宮町の鬼怒川と上

．.;9'．~奇．

三川町田ﾉIl，鹿沼市の黒川，栃木市から小山市の思川，谷中湖，足利市渡良瀬川の合計15か

所であった．特に個体数が多かったのは，谷中湖(最高1,125羽)と小山市延島新田鬼怒川(最

高989羽)であった．栃木県東部から北部の那珂川水系や五行川などではまったく記録されな

かった．．

ロ
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2.定点調査による栃木県全域の生息個体数

定点調査の結果,栃木県に昼間に生息するカワウの個体数は，1996～1997年の冬期には平

均610羽（550～670羽)，1997～1998年の冬期には平均1066.5羽（820～1,306羽)，1998～1999

年の冬期には平均1313.7羽（932～1,766羽）であった．このうち３年間とも調査を実施した

２月の個体数を比較すると，それぞれ670羽，1,125羽，1,243羽となり，３年間で明らかに増

加した．一方夏期は，1997年５月が56羽，1998年５月が58羽と，冬期と比べると著しく少な

かった．また,Ｙ999年５月には渡良瀬遊水地で350羽がね､ぐ~ら調査の際に記録された．
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図４．定点調査による冬期のカワウの分布と個体数；Ｌ

Fig.４.DistributionandabundanceofGreatCormorantsinToPhigiPrefecturｅｉｎwinterfrom
thepointcountsurvey．



3５

蕊
〃
〃
ｒ
Ｌ

図５．定点調査による春期のカワウの分布と個体数．

Ｆｉｇ．５．DistributionandabundanceofGreatCormorantsinTochigiPrefectureｉｎspringfrom

thepointcountsurvey．

1998年の冬期は，合計27か所で調査を行なったが，カワウの生息が確認されたのは，１８か

所であった（図4c)．記録個体数が100羽以上の観察地点は，氏家町と宇都宮市の鬼怒川，上

三川町田川，小山市思川，渡良瀬遊水地および谷中湖，茂木町と烏山町の那珂川の合計９か

所であった．特に個体数が多かった氏家町押上付近（630羽）と同町上阿久津（700羽）の鬼

怒川ず渡良瀬遊水地(850羽）はねぐらやねぐらから移動直後の記録である．前年まで記録数

の多かった二宮町や真岡市の鬼怒川ではほとんど記録されなかった．また，鹿沼市黒川や足

利市渡良瀬川も記録されないか，せいぜい16羽と著しく少なかった．一方，1999年２月21日

には,茂木町大瀬や烏山町向田東の那珂川でも約300羽が記録された．また,喜連川町の荒川

では直接観察できなかったが,地元住民からの聞き取りで２月以降100羽前後が飛来している

ことがわかった．しかし，烏山町大桶や小川町付近の那珂川では生息を確認できず，釣人か

らの聞き取りでも生息は確認できなかった．

夏期調査の結果を，図５に示した．1997年５月６日は，合計８か所で調査を行なった（図

5a)．この日はヅ鬼怒川では１羽が観察されただけで，下流より飛来する群れは観察されなか

った．谷中湖や栃木市思川付近など６か所で生息が確認された．

1998年５月12日は，合計12か所で調査を行なった(図5b)．雨の降る悪天候のため，場所に

よっては視界が悪く，見落としがある可能性もあったが，７か所でカワウを確認できた．こ

の日は，県南部の河川で生息が確認され，宇都宮市などの鬼怒川や那珂川などではまったく

確認されなかった．

●１－９

●１０－４９
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4.ねぐらの状況

調査期間中におけるカワウのねぐらは，谷『'１湖，藤岡町渡良瀬遊水地，高根沢町宝積寺鬼

怒川，氏家町押上鬼怒川，栃木市大光寺思川の５か所で確認された(図１）．以下，ねぐらの

環境と個体数，ねぐらとして利用された期間について述べる．

1）谷中湖

谷中湖は,渡良瀬遊水地の南端にある而秋450haの貯水池である．栃木県藤岡町と埼玉県北

川辺町，群馬県板倉町にまたがっている．第一水門の西側の湖上に係留された峨水船やブイ

がねぐらとして利用された．謹岸コンクリートや岸に上げられた船はまったく利用されなか

った．おもに冬期に利用され，1998年１～２月には200～300羽が利用した．しかし，次に述

べる渡良瀬遊水地のねぐらができると個体数は減少し，1999年６，７月にはまったく利用さ

れなくなった．

2）藤岡町渡良瀬遊水地

渡良瀬川と巴波川の合流点の左岸沿いの樹.木４～５本がねぐらとして利用されていた．こ

の場所では，初めて1998年４月28日の早朝に160羽前後の就職が観察された．その後個体数は

次第に減少し，５月12日には35羽をかぞえるに過ぎず，夏期から秋期は０～７羽が利用する

だけであった．ところが，１１月17日には142羽が観察され，その後次第に増加し，1999年２月

以降は800羽以上が就i時した．それにともない，ねぐら範囲が巴波川沿いにも広がり，４月以
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図６．栃木県におけるカヮウの就鵬個体数の)]別変化．

×印は未調査を表わす．

Fig.６．SeasonalfluctuationofroostingnumbersofGreatCormorantsinTochigiPrefec‐
ture．×：notsurveyed．
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降少なくとも７月は巴波川沿いの約200ｍの範囲の樹木を利用するようになった．

3）栃木市大光寺思川

大光寺橋の下流約300ｍ付近の河川敷内の樹木がねぐらとして利用された.1998年７月５日

と７月14日に20羽前後の就購を確認した．しかし，その後この場所ではねぐらが確認されて

いない．ただし，1997年５月12日の定点調査時には９羽の就j時の可能性があった．

4）高根沢町宝横寺鬼怒川

ねぐらは，高根沢町宝積寺と河内町下岡本の境を流れる鬼怒川にある高根沢町側の送電線

の鉄塔に形成された．この鉄塔は，国道４号線に接しており，鬼怒川橋にも近接していた．

1998年２月26日～３月１日には約80羽前後の就婚が記録された．その後個体数が増加し，３

月８日以降３月中旬にかけて２本の鉄塔に合計303羽が観察された．しかし，３月下旬になる

とまったく観察されなかった．４月27日に３羽が観察されたのを最後にこの場所はねぐらと

して利用されなくなった．

5）氏家町押上鬼怒川

氏家町押上鬼怒川のねぐらは，東北自動車道が横切る鬼怒川上流約500ｍ付近に位置し，鬼

怒川左岸の河川敷内のアカマツ厭勿妬火'zs抑”などからなる二次林に形成されていた.１９９８

年12月６日の定点調査の際に早朝130羽前後が同町上阿久津で確認されたことや12月20日に早

朝宇都宮市瓦谷町付近で北から南下する200羽前後が観察されたことから,12月上旬から利用

されていたと考えられた．1999年１月の間は600羽前後が確認されたが，１月31日以降数羽が

利用するだけとなった．ねぐらが消失する直前の１月28,29日には早朝にすべての個体が大

きな群れで喜連川方向や矢板市方向へ飛び去るのが観察された．この場所は，２月８日以降

まったく利用されなかった．

5.就j時個体数の季節的消長

図６は，1997年３月から1999年７月までの栃木県におけるカワウの就i時個体数の月ごとの

変化をまとめたものである．

就i時個体数は，いずれの年も11月から増加しはじめ１月から２月にピークとなり，５月に

入ると著しく減少した．特に1997年と1998年の６月から10月の期間は，０～20数羽が谷中湖

や渡良瀬遊水地など栃木県南部で観察されただけであった．一方，冬期は多く，1999年の１

月には県内で合計1,310羽をかぞえた．また，1998年の冬期は，1997年の冬期に比べて著しく

増加した．1997年の冬期は150～400羽であったのが，1998年の冬期では12～４月にかけて常

に600羽以上が就購した．しかも，この年は４月に入っても950羽が渡良瀬遊水地と谷中湖で

観察された．

6.標識個体の観察

調査期間中，栃木県内では標識されたカワウが３羽観察された．このうち，藤岡町渡良瀬

遊水地のねぐらで1998年12月８日に観察されたB-7と1999年４月６日に観察されたA-6は，カ

ワウ標識調査グループと日本野鳥の会研究センターカワウPJチームにより，1998年３月に千
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葉県行徳で標識された巣内ビナだった（カワウ標識調査グループおよび日本野鳥の会研究セ

ンターカワウＰＪチーム私信)．

1999年１月27日，真岡市上寵谷栃木県立井頭公園にて，両脚に青色のカラーリングと右に

金属リングを付けた成鳥が観察された．カワウ標識調査グループと日本野鳥の会研究センタ

ーカワウＰＪチームによれば，青色のリングは付けていないとのことで，色の見まちがいの可

能性があった．

考察

大島（1995）は，栃木県でカワウが増加したのは1987年以降であることを報告している．

一方，成末ほか（1997）は，1930年代に栃木県内で1,330～2,350羽のカワウが捕獲されてい

たという狩猟捕獲数のデータから，当時カワウは栃木県にも多数生息していたと考えた．し

かし，その後の調査で,その狩猟捕獲数のデータが誤って入力されていたことがわかり，１９３０

年代に栃木県でカワウが捕獲された記録はないことがわかった（成末稚恵私信)．栃木県自

然環境課に保存されている狩猟捕獲数にも同時代カワウを含むウ類の捕獲例はないとのこと

である（木村賞美私信)．さらに，江戸時代の享保年間に宇都宮藩によってまとめられた宇

都宮御領岡本最寄十一ヶ村産物書上帳にもウを示す鳥の名前はみあたらない（宇都宮藩

1736)．この資料には現在の宇都宮市付近の鬼怒川が含まれていると考えられ，サギ類やガ

ン，カモ類が記戦されている．これらのことから，カワウが栃木県に分布を広げたのは大島

（1995）が報告しているように1980年代後半以降と考えるのが妥当であろう．

今回の聞き取り調査，定点調査から栃木県におけるカワウの生息分布は，県の中央部から

南部の平野部に多く，県北部の河川ではほとんど記録されなかった．また，生息時期は，ほ

ぼ１年を通して生息が確認されたが，冬期から春期に多く，夏期から秋期は著しく少なく，

繁殖はまったく確認されなかった…成末ほか（1999）の漁業関係者へのアンケート調査と比

較すると，夏期に少ないことは本研究と同じであったが，特に成末ほか（1999）が３～５月

に多いとした点で異なっていた.これが，地域的な違いなのか，アユの稚魚の放流時期のた

め，漁業関係者が頻繁に河川を訪れるためにそう感じるのかは明らかでない．

栃木県内におけるカワウの昼間の生息個体数はｩ1996年冬期では調査１日あたり平均610

羽，1997年冬期では平均1066.5羽，1998年の冬期では平均1313.7羽であった．1997年の冬期

には関東地方で11,883羽が確認されている（日本野鳥の会1998）ので，栃木県に生息するカ

ワウは関東地方の個体群の約1割前後にあたることがわかる．

大島（1995）は，栃木県にカワウが飛来するようになった理由の１つとして，渡良瀬遊水

地における谷中湖の造成をあげている．．また，埼玉県など栃木県に隣接する地域のねぐらや

集団繁殖地から飛来していることを示唆した．増加のあった1997年の冬期に，栃木県内の河

川や湖沼がカヮウに好ましい環境変化があったとは考えられない．さらに栃木県の周辺地域
；

で新たな大きな集団繁殖地の形成も知られていない．しかし，1997年に埼玉県越谷市のねぐ
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らが張りひもの設置によって，追い出しが行なわれ，その結果，それまでいた1,000羽近くの

カワウが1997年12月には74羽まで減少した(成末雅恵･加藤七枝私信)．栃木県における1997

年冬期以降の増加は，時期的に埼玉鴨場のねぐら追い出しの影響をうけた可能性が高いと考

えられた．また，1998年冬期には，渡良瀬遊水地で標識個体２羽が観察された．これらはい

ずれも千葉県行徳で巣内ビナの時期に標識された個体であった；したがって，東京湾周辺の

繁殖地で巣立った個体が内陸に多数分散していることも原因と考えられる．

今回の調査で，栃木県におけるカワウの生息状況で最も大きな変化は，県内でのねぐらの

形成と就嶋個体数の増加である．特に高根沢町や氏家町などの県中央部におけるねぐらは，

それまで分布を広げていなかった栃木県北部の那珂川などへの分布拡大の足掛りとして重要

と考えられる．実際，1998年の冬期には烏山町那珂川でも300羽以上の群れが観察された．就

婚個体数は，1996年の冬期はせいぜい30羽，1997年の冬期では300羽であったのが，1998年の

冬期には最高1,310羽であった.ねぐら調査の頻度や範囲はこれらの年のあいだであまり違い

がないこと，定点調査時におけるカワウの飛来時刻やコースから，1996年や1997年の冬期の

就職個体数に調査漏れの可能性は少ないと考えられた．したがって，就婚個体数はこの３年

間で著しく増加したといえる．しかも，渡良瀬遊水地では繁殖は行なわれていないものの,‐

ほぼ１年を通してねぐらが形成され，最高900羽をかぞえた．なお，1999年２月21日の定点調

査時に茂木町那珂川で早朝に300羽の群れが観察されたことから，２月以降,氏家町押上のね

ぐらから移動したカワウによって那珂川周辺にもねぐらが形成された可能性があった．今後，

黒羽町や黒磯市などの那珂川でも長期間カワウが生息するようになると，さらに新たな漁業

関係者との摩擦が生じる可能性がある．

調査期間にカワウの行動にも変化がみられた.．すなわち，調査１年目の1996年冬期では，

県境に群れが出現すると徐々に上流へ移動する動きが追跡できた．しかし,1998年冬期の調

査では，突然上流側に群れが出現したり，ねぐらから飛び立った群れの一部の行方がつかめ

ないことがあった．さらに聞き取り調査の結果をみると’1997年冬期以降は鬼怒川や思川な

ど主要な河川ばかりでなく，川幅40ｍ前後の小規模な河川にも100羽以上の群れが採食のため

に降りているのが観察されるようになった．たとえば，1998年１月２日の観察例では,，河川

敷の幅が30ｍ，流れの幅が10ｍの宇都宮市下欠町の姿川に約200羽が飛来した．この場所は水

深が30ｃｍしかなく，カワウは頭だけを流れに入れて魚を追い，捕食するのが観察された．こ

うした小河川での採食は，カワウ本来の採食環境とは考えられない．さらに，鬼怒川のねぐ

らは，1997年，1998年とも特に人間による追い出しが行なわれていないにもかかわらず，２

か月前後で利用されなくなった．

これらのことは，栃木県の中流域の河川にはカワウの大きな群れを長期にわたって維持す

るだけの生産性がないことを示唆しているように考えられる．佐藤ほか（1988）は飼育下の

カワウの１日の食物の摂取戯を295±10.59と報告している．この値が野生状態でも当てはめ

られるかどうかは明らかでないが,仮に１日１羽が3009の魚を摂取するとすると，600羽の群

れでは１日180kgとなり，３０日では5.4ｔの計算になる．栃木県の河川における魚類の現存量
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を調べた資料はないようであるが，カワウの捕食量は相当大きなものと推測される．そのた

め，常に食物を求めて移動しているように見受けられる．また，生息個体数は，調査期間い

ずれの年も５～６月には個体数は著しく減少した．これも，内陸の中流域の河川がカワウに

とってあまり採食環境として好ましくないためと考えられる．特に，６～７月の梅雨時は河

川は増水し，カワウにとって採食しにくいようにみえる．群馬県では，近年繁殖が行なわれ

るようになったが（成末ほか1998)，渡良瀬遊水地など営巣可能な環境があるにもかかわら

ず1999年７月現在，カワウは栃木県では繁殖を行なっていない．今後，渡良瀬遊水地などで

新たに繁殖が行なわれるのかどうか注意して観察していく必要があるであろう．

カヮウをはじめとするウ類と漁業関係者との軌蝶は，日本ばかりでなく欧米などでも大き

な問題となっている（たとえばCallaghaneノαﾉ．1998,Glahn＆Bruggerl995，Kirsch

l997)．栃木県は1996年度から1998年度でカワウの生息状況調査を実施した．それにともな

い，漁業関係者からは駆除を含むカワウ対策の要望がさらに大きくなることが予想される．

栃木県の中流域の河川では，アユ漁のほか春期のウグイの瀬付漁（アイソ漁）も行なわれて

いることから，冬期のカワウの生息も大きな問題になっている．成末ほか（1998）が指摘す

るように，現時点ではカワウの捕食が魚資源愛を減少させたことを示す実証例はないし，自

然状態におけるカワウの１日あたりの摂取量も，河川における魚類の現存量などもほとんど

調査されていない．さらに，カワウは行動範囲が非常に広く，いくつかの行政区域に渡って

生息している．そのため各地で個別に駆除を開始すると，同じ個体群が過剰にダメージを受

ける危険がある．しかも，一部の地域で駆除をはじめると，隣接する地域に分散する恐れも

ある．これらのことから，日本野鳥の会栃木県支部は，有害鳥獣駆除による銃獲に反対して

いる．ただし，カワウが栃木県内の河川で魚を食物としていることは明らかである．カワウ

による直接的な食害のほか，Callaghanaaﾉ.（1998）で報告されているように，カワウの存

在により遊魚券の購買意欲の低下など間接的な被害も予想される．､漁業関係者の危'倶も理解

する必要があり，なんらかの対策は必要であると考える．そこで，カワウが内水面で増加す

ることの影響を調査し，食害を正しく評価した上で，関東一円，あるいは日本におけるカワ

ウの個体数管理を検討し，カヮウとの共存を模索する活動を速急に始める必要があろう．
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に，同課には論文発表を快く了承していただいた．さらに，日本野鳥の会栃木県支部には個人名で論

文発表することを了承していただいた．以上すべての方々にお礼申し上げる．

要約

筆者らは,1997年１月から1999年７月にかけて栃木県におけるカワウの生息状況を現地調査と聞き

取り調査によって実施した．栃木県ではカワウの生息数は，鬼怒川や思川，渡良瀬遊水地などの県中

央部から南部にかけての河川やその周辺地域に多く，北部では著しく少なかった．カワウは１年を通

して生息していたが,１２月から翌３月にかけて個体数は著しく増加した.現在のところカワウの繁殖

記録はまったく得られていない．冬期の昼間の生息個体数の平均は，1996年には670羽，1997年には

1066.5羽，1998年には1313.7羽であった．ねぐらは合計５か所で観察され,貯水池の船の上や川沿い

の小さな林，大きな河川のそばの鉄塔の上が利用された．就i時個体数は，１１月から翌３月にかけて増

加し，４～９月の間は減少した．1999年１月には３か所で最高1310羽が就購した．昼間の生息個体

数，就j時個体数とも1997年冬期以降急激に増加した．1997年以降の増加は，栃木県の近くのねぐらで

追い出しを行なったためと考えられた.栃木県におけるカワウの生息分布は，那珂川など県北部の地

域へ今後さらに広がることが予想された．
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ＴｈｅdistributionandabundanceOfGreatCOrmorants

inTochigiPrefecture

ToshiakiHirano,MasaoKimijima,MasaichiroKoboiFi＆IsaoTetsuka

WildBirdSocietyofJapan,TochigiChapter,Hanawada2-5-1，

Utsunomiya,Tochigi320-OO27’

Sincethelatel980sGreatCormoranｔｓ混ﾙajacmcomraz坊Ohavebeenexpandingtheir

winteringrangeinTochigiPrefecture，aninlandprefectureincentralJapan，The

increaseofwinteringcormorantshasbroughtaboutincreasingcomplaintsofpredation

bycormorantsonthefishstockofinlandrivers、Sowemadeastudyofthedistributio､，

abundanceandnumbersofroostingcormorantsinTochigiPrefecturefromJanuaryl997
？１０

toJulyl999,basedonfieldobservations,andinquilFies・

Alargenumberofcormorantswereobservedatlowlandriversandvalleyareasfromthe

centraltothesouthempartoftheprefectureincludingtheKinugawaRiver,ｔｈｅＯｍｏｉｇ‐

awaRiver,ａｎｄｔｈｅＷａｔａｒａｓｅＭａｒｓｈＯｎｔｈｅｏｔｈｅｒｈand,therewaslittleinformation

abouttheoccurrenceofcormorantsinthenorthempartoftheprefecture・Sightrecords

ofcormorantswereobtainedalmostthroughouttheyearandshowthatthenumbersof

cormorantsincreasedduringDecembertoMarchBreedingwasnotrecordedinthis

area・Themeannumberofwinteringcormorantswas670・Obirdsinl996/97,1066.5in

l997/98,ａｎｄ1313.7inl998/99,respectively・AtotaloffiveroOstsoccurred二onaboat

inareservoir，ｉｎｇｒｏｖｅｓｉｎａｍａｒｓｈ，onpylons，andinriversidecoppices・Thetotal

roostingnumbersincreasedfromNovembertoMarch，anddecreasedfromAprilto

September・Amaximumofl310birdsroostedatthreeroostsitesinJanuaryl999,There

wasamarkedinCreaseinwinteringandroostingnumbersofcormorantsfroml997to

l999、

Thisincreaseofcormorantswassuspectedtobecausedbythedisturbanceofroostsin

neighboringprefeCtures､Furtherexpansionofthewinteringrangeofcormorantstoward

thenorthernpartoftheprefectureisexpected．
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付表１．定点調査地一覧

Ｎｏ．調査地

1996年冬期

ｌ大田原市野埼審川（１）

２黒羽町那珂川（１）

３小川町那珂川（１）

４烏山町大桶那珂川（１）

５塩谷町風見鬼怒川（１）

６塩谷大久保鬼怒川（１）

７氏家町氏家大橋鬼怒川（１）

８氏家町上阿久津鬼怒川（１）

９河内町岡本鬼怒川（１）

１０宇都宮市柳田町鬼怒川（２）

皿宇都宮市上桑島町鬼怒川（２）

１２上三川町桃畑鬼怒川（２）

１３二宮町砂ヶ原鬼怒川（２）

１４宇都宮市川田町田川（２）

１５上三川町梁田川（２）

ｌ６栃木市大光寺思川（１）

１７小山市網戸大橋思川（１）

ｌ８藤岡町谷中湖（２）

１９足利市岩井町渡良瀬川（１）

1997年夏期

ｌ二宮町砂ヶ原鬼怒川（１）

２上三川町川中子田川（１）

３栃木市大光寺思川（１）

４小山市観晃橋思川（１）

５小山市下生井思川（１）

６藤岡町谷中湖（１）

７佐野市船津川町渡良瀬川（１）

８足利市岩井町渡良瀬川（１）

1997年冬期

ｌ西那須野町赤田調整池（１）

２大田原市野崎蒋川（１）

３小川町那珂川（１）

４烏山町大桶那珂川（１）

５茂木町那珂川橘（２）

６喜連川町荒川（１）

７芳賀町束高橋五行川（１）

８塩谷町上平鬼怒川（２）

９氏家町上阿久津鬼怒川（２）

１０宇都宮市柳田町鬼怒川（２）

ｌｌ宇都宮市上桑島町鬼怒川（１）

１２真岡市石法寺鬼怒川（１）

ｌ３真岡市上大沼鬼怒川（１）

１４上三川町束蓉沼鬼怒川（１）

１５二宮町砂ヶ原鬼怒川（１）

ｌ６二宮町大道泉橋鬼怒川（１）

１７小山市延島新田鬼怒川（１）

ｌ８上三川町川中子田川（１）

ｌ９上三川町下蒲生田川（１）

２０南河内町東根田川（１）

２１石橋町中大領姿川（１）

２２鹿沼市上殿黒川（２）

２３鹿沼市北赤塚黒川（３）

２４鹿沼市北半田本城橋思川（１）

No.調査地

２５都賀町茜芯橋思川（２）

２６栃木市大光寺思川（４）

２７小山市観晃橋思川（３）

２８大平町横堀巴波川（１）

２９蔭岡町谷中湖（４）

３０佐野市船津川町渡良瀬川（３）

３１足利市岩井町渡良瀬川（４）

1998年夏期

１小川町那珂川（１）

２烏山町大桶那珂川（１）

３茂木町大瀬那珂川（１）

４堪谷町上平鬼怒川（１）

５宇都宮市柳田町鬼怒川（１）

６上三川町東汗宮岡橋鬼怒川（１）

７二宮町西大脇鬼怒川（１）

８栃木市大光寺思川（１）

９小山市観晃橋思川（１）

１０蔭岡町渡良瀬遊水地（１）

１１蒋岡町符巾湖（１）

１２足利市岩井町渡良瀬川（１）

1998年冬期

l大田原市野崎等川（１）

２小川町那珂川（３）

３烏山町大桶那珂川（３）

４烏山町向田東那珂川（１）

５茂木町大瀬那珂川（１）

６喜連川町上坪荒川（２）

７二宮町久下田五行川（１）

８塩谷町上平鬼怒川（２）

９氏家町氏家大橋鬼怒川（１）

１０氏家町上阿久津鬼怒川（３）

１１宇都寓市上桑恥町鬼怒川（１）

ｌ２上三川町桃畑鬼怒川（１）

１３小山市延烏新田鬼怒川（３）

ｌ４宇都宮市上横田町田川（３）

ｌ５上三川町梁田川（２）

ｌ６南河内町町塚越橋田川（１）

１７石橋町下長田姿川（１）

ｌ８鹿沼市上殿黒川（１）

ｌ９鹿沼市楠木黒川（１）

２０西方町下小倉思川（１）

２１栃木市大光寺思川（３）

２２小山市観晃橋思川（３）

２３藤岡町渡良瀬遊水地（３）

２４蔭岡町谷中湖（３）

２５佐野市船津川町渡良瀬川（２）

２６足利市岩井町渡良瀬川（１）

２７足利市田中橋渡良瀬川（１）

各調査地の括弧内の数字は調査回数を表わす．
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